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研究成果の概要（和文）：本研究では，ポータルサイトを持っていない大学が，教育や業務に役立つポータルシステム
を導入する際の手助けとなるべく，それぞれの大学の事情に合わせた規模で，必要とする機能のみを，無償，または，
安価に導入可能なプラグイン方式の汎用的ポータルシステムの開発を目指した．
開発の成果を金沢大学が運用するポータルシステムにフィードバックし，各機能それぞれの導入から運用までを実シス
テム上で実証した．実証の結果，各機能それぞれの導入からの運用までを，プラグイン方式により，短期間，低コスト
で行うことができることを確認し，本研究代表者が開発したプラグイン方式のポータルサイト開発が有効であることを
証明した.

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to develop a multipurpose portal site with plug-in sys
tem in a cloud environment that can be built up at no cost or at a reasonably low cost, in order to assist
 the universities that do not have such kind of portal site system.  In this system, the functions of the 
portal site can vary in proportion to the size of the university.
The implementation of this plug-in system from introduction to practice has been demonstrated in the Acant
hus Portal at Kanazawa University with the feedback of the achievements.  As a results, we have found that
 this plug-in system can be implemented in a shorter term and at a lower cost than ever before and that th
is plug-in system is very effective in developing the portal site.
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１． 研究開始当初の背景 

近年，大学においても情報化が進み，多く
の大学では多数の情報システムが運用され
ている．これらのシステムは目的別，部署別
に構築され，利用者の使い勝手や認証の連携，
データの連携等が考慮されていないのが現
状である．例えば認証においてはシステムご
とに個別に IDとパスワードを管理しており，
多数のログイン ID，パスワードが発行されて
いる．ユーザが必要なシステムにアクセスす
る際，システムに応じた URL へのアクセス
と，ログイン ID，パスワードを覚える必要が
あり煩雑である．また ID の紛失，パスワー
ドを忘れた場合は，システムに応じた管理者
への連絡を取り，システム単位で発行手続き
が必要になるなど，利用者，管理者共に煩雑
な手続きが必要である．このような状況を改
善するため，統合認証によるシングル・サイ
ン・オンシステムと連携した各システムの入
り口を統合するポータルサイトを構築し，ユ
ーザへの利便性向上と管理コストの低減を
行う動きがある． 

このような背景から，現在，シングル・サ
イン・オンシステムおよびポータルシステム
は，各大学で検討され，導入が進みつつある
が，既存のパッケージ製品を導入しても，独
自にシステムの開発を行っても，多大な経費
が発生し，小規模大学での導入は難しいのが
実情である．パッケージ製品の導入では，各
大学の教務システムや学習管理システム等
の運用に合わせたカスタマイズが必要であ
り，少しの修正でも多額の経費が発生し，対
応も遅い．また，独自開発による構築では，
パッケージ製品以上の経費が発生すること
が多く，大学側に情報システムの門家を雇用
する必要があるなど小規模大学では導入は
難しい． 

本学では，代表者が中心となり，アカンサ
スポータルというポータルシステムと統合
認証のシステムを独自開発し運用している．
現在では，多数の既存システムとのシング
ル・サイン・オンやユーザ情報，授業情報等
のデータ連携を行っており，ポータル独自の
メッセージ機能等豊富な機能が運用されて
いる．現在までの開発・運用経験を活かすこ
とにより，システムの設計工数の短縮，プロ
グラムソースの再利用等を行い，各大学に導
入可能な教育・研究・業務に役立つ汎用的な
ポータルサイトの構築が可能である．  

 

２．研究の目的 

現在ポータルサイトを持っていない各大
学への導入に向けて，教育に役立つポータル
システムを無償，または安価に導入できる汎
用的なポータルシステムを開発し，各大学へ
の導入の手助けを行うことを目的とする．構
築においては，仮想化イメージによる配布を
想定し，クラウド環境にて数週間でシステム
を立ち上げ，運用できる仕組みとする．また，
ポータルシステムに簡易な学習管理システ

ムの仕組みを内蔵させ，構築後すぐに教育に
活用できるシステムを目指す． 

さらに，大学間でポータルシステムを利用
した連携機構を実現するため，教材の共有，
成績の共有や他大学の学生との連絡を容易
にするなど，大学同士が協力できる仕組みの
開発を目指す．また，近年の学生は携帯電話
からの利用も多く，携帯電話やスマートフォ
ンからの利用も可能とするなど，ユーザの利
便性を高め，利用率が向上する仕組みについ
ても検討する． 

 

３．研究の方法 

（1）本研究課題では，実際にクラウド環境
上で仮想化イメージによるポータルシステ
ムと認証システムの構築を行った．学生情報，
教員情報，職員情報，授業情報，履修情報を
登録して，試行を繰り返し，システムが問題
なく使用できること，教育効果的があること
を検証した．今回の汎用的なポータルサイト
の開発では，本学の独自運用ルールにはしば
られない形で開発を進める為，実際に本学で
運用しているアカンサスポータルとの違い
を検証して，他大学に導入した際の問題点等
を事前に洗い出した． 

 

（2）次に，本学をテストケースに導入から
実際の運用まで，どの程度の期間が必要なの
かシミュレーションを行い，他大学に導入す
る際に参考となるデータの採取を行った． 

本研究課題では，開発手法としてアジャイル
開発プロセスを採用し，短期間で設計・開
発・検証と繰り返し，臨機応変に対応した．
汎用ポータルが提供する機能は，本学で運用
しているアカンサスポータルが提供する機
能を参考に，各大学でも利用可能と思われる
機能を選定し，汎用的な機能として使用でき
るように検討を行った． 
 

（3）開発の手順は次のとおりである．この
サイクルを年度単位で繰り返し，検証，分析
を進めた． 
①汎用ポータルの機能設計の検討を行った． 
②開発環境・検証環境の整備として，仮想化
用サーバ上に，Web サーバ，DB サーバ，認証
サーバ（IdP），認証サーバ（DS），LDAP サー
バの OS のインストール，基本的な初期設定
を行った． 
③プログラム開発として，汎用的ポータルの
トップ画面，時間割機能，お知らせ機能，メ
ッセージ機能，ユーザ管理機能などのメイン
機能を仮想化上で開発を行った． 
④作成した機能の検証として，試行を行い動
作確認と，他大学で運用した場合の問題がな
いか検討を行った． 
⑤ドキュメントの整備を行い，特別な技術の
ない大学の構成員でも，インストール，設定
が行えるように，作成した機能のマニュアル
や設定方法・導入手順等のドキュメントを整
備した． 



 

（4）各年度の開発成果を分析し，得られた
結果を，本学が運用するアカンサスポータル
の各機能の開発・改修過程，および，導入・
運用過程にフィードバックした．実システム
上で実証した結果を分析して有用性の評価
を行った． 

 
４．研究成果 
本研究課題では，各大学に短期間で無償，

または安価に導入可能な汎用ポータルシス
テムの開発を行った． 

規模や体制など各大学の事情に適合した
サービスの提供が可能なように，ポータルシ
ステムのメインモジュールとサービスを提
供する各機能を分離し，さらに，各機能をモ
ジュール化しプラグイン方式としたことで，
必要なサービスを選択して導入可能とした．
これによりパッケージソフト等でありがち
な不必要なサービスまでを導入せざるを得
ないという状況を避けることができ，過剰な
ハードウェアの投資や保守コストの低減に
つなげることが可能となった． 

ポータルのメインモジュールをはじめ各
機能もすべて仮想サーバ上で開発し，イメー
ジとして提供する方式としたことで，導入先
のハードウェア環境に依存せず容易に導入
可能となった．また，ポータルの各機能はユ
ーザ基本情報をはじめとした各種情報をポ
ータル外の学内情報システムと相互利用す
ることが多いことから，汎用的にデータ構造
を扱う機能，汎用データ連携機能，汎用イン
ターフェース機能を開発した． 

これらの成果を，実際に本学で運用してい
るポータルシステムに汎用的な仕組みとし
てフィードバックし，各機能それぞれの導入
から運用までを実システム上で実証した．そ
の結果，各機能それぞれの導入から運用まで
を，短期間，低コストで行うことができ，プ
ラグイン方式のポータルサイトの有用性を
確認した．なお，今回，他大学への導入は行
っていないが，前述の通り仮想環境上で動作
するモジュールとして提供することから問
題なく移植可能であると考えている． 

また，今回の研究開発では，各サービスを
提供す機能の開発手順についても検討を行
った．各機能の開発は従来のウォータフォー
ル型開発プロセスではなくアジャイル開発
プロセスを採用し，開発年度内に短期間で設
計・開発・検証と繰り返すことにより，刻々
と変化する技術動向を吸収し，さらに運用方
針の変化やユーザからの要望に臨機応変に
対応することができた． 

本研究課題で得られた成果は，ポータルサ
イトの開発思想，技術仕様，導入法，運用法
等としてドキュメントとして整備した． 
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